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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本研究では、複数の元素が同時に関与する多元素協働触媒を鍵概念として、従来法では達成し得な

い分子変換手法を、触媒的合成化学－錯体化学－理論化学の融合研究により実用的なレベルで実現す

ることを目標とした。 

遷移金属－ルイス酸二重活性化型協働触媒による「触媒位置制御型 C–H 官能基化」を実現し、第 10

族遷移金属－銅シナジー型協働触媒によるクロスカップリング反応を開発した。また、Al–Rh 結合を有

するハイブリッド型多元素協働分子触媒の創出に成功し，新形式σ結合官能基化反応を実現した。さら

に、ニトロアレーンのクロスカップリング反応では、有用物質の機能発現の核となる多置換ベンゼンの

工業生産プロセスを刷新できる可能性を秘めた成果を挙げ、工業化へ向けて企業との共同研究につなが

った。 

 二重活性化型多元素協働触媒反応は、複数の金属元素と有機化合物の無数の組合せであり、帰納的で

はなく、演繹的な思考ができる解析的アプローチが必要である。多元素協働触媒をコンセプトとした、

二重活性化型、シナジー型、ハイブリッド型触媒反応等を展開して、社会への貢献を目指していただ

きたい。特に、従来触媒では困難な反応をターゲットとして、この手法の有用性を明らかにしてほし

い。 
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